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　２回目は、小川敬之先生の「一般市民の認識調査」についての報告です。

　認知症の人と家族の会（以下「家族の会」）調
査・研究専門委員会の委員として今回の調査に
関わりました。これまでアンケート調査は数多
く行いましたが、毎回なかなか数が集まらない
ことが悩みのひとつでした。しかし、今回の調
査では全国から12,410件（内web回答：556件）
というとても多くの回答を頂き、驚きとともに
改めて「家族の会」の組織力と繋がりの強さを
感じた次第です。この場を借りて、その労力と
意識の高さに感謝し、お礼を申し上げます。
　私が担当しましたのは専門職も含めた一般市
民を対象とした認知症の人や介護家族、社会資
源利用に関する意識調査です。ただ一般市民と
は言いますが、厳密に言いますと、認知症関連
の講演会やイベントに参加された方を主に対象
としていますので、認知症ということに少なか
らず関心を持っている方々が対象になっている
ことは留め置いていただければと思います。

分析から見えてきた認知症に対する
イメージ

　アンケート回答者の年齢・性別の内訳は70歳
代2,885件（23.2％）、60歳代2,426件（19.5
％）、50歳代2,179件（17.6％）、40歳代1,685件
（13.6％）の順で多く、男女比は男性3,201件

(25.8％)、女性9,012件（72.6%）でほぼ１：３
の割合でした。回答していただいた方々の属性
別（業種別）でみると下記のグラフのとおり、
一般の方々の回答が6割近くありました。ま
た、これまで認知症の人と接したことがある
か？との問いで「ある」「少しある」を合わせ
ると84％にものぼり、多くの方が認知症の人
と接しており、その接点から感じ取っている
「認知症」に対するイメージ（印象）がどの様
なものか興味あるところでした。

イメージを形作っている要因

　認知症の人に対するイメージは「物忘れの病
気である」「誰でもなりうる病気である」「悲し
みや喜びを分かち合うことができる」など18項
目の質問を４件法（１：思う、２：どちらかと
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言えばそう思う、３：どちらかと言えばそう思
わない、４：思わない）で回答してもらいまし
た。分析に有効な10,485件の回答を対象に、回
答の背後にどの様なイメージが存在しているの
かを探る分析（探索的因子分析）を行いまし
た。すると認知症の人のイメージを形作るのに
5つの潜在的な要因があることが分かりまし
た。その５つの潜在的要因とは「認知症の人の
立場に立った視点（パーソンセンタードの視
点）」「行動・心理の障害を持つ」「記憶障害と
しての病気」「認知症に対する漠然とした不安
感」「認知症に対する現実的な視点（自分の身
に置き換えた視点）」でした。特に第一の要因
に「認知症の人の立場に立った視点」があがっ
たことの意味は大きいと思います。というのも
第一の要因にあがったということは、その要因
が認知症のイメージを形成するときに一番大き
な影響を及ぼすということだからです。一昔前
であればおそらくここには「行動・心理の障害
を持つ」が来ていたかもしれません。少しづつ
ですが認知症に対するイメージに変化が起こっ
て来ている印象を受けました。
　また、介護家族に対するイメージについても

質問しました。その結果からは精神的負担があ
ると思う78％、身体的負担があると思う67％、
経済的負担があると思う54％であり、依然とし
て様々な負担感があるイメージでしたが、介護
者への手助けが必要であると思うが80％を超
え、介護者の努力が必要と思うが50％であった
ことは、介護を抱え込むのではなく、皆で支え
合いながら共生していこうとするマインドが確
かに育っているように思います。「介護家族は
認知症の介護を近所に知られたくない」と思う
か？の質問では、思うは９％であり、思わな
い、どちらかと言えば思わないが50％近くあっ
たことからも「隠す」という対象から「共に」
という意識の現れのように思いました。
　2012年のオレンジプランから始まり、認知症
施策推進大綱など国をあげて認知症の人、家族
の支援を推進してきたことや、その時々で「家
族の会」として本人・家族の生の声をしっかり
と届けてきた結果が少しずつ実を結んでいる気
がします。現在、経験や学び、職種などによっ
てイメージに違いがあるのか、パーソンセンタ
ードを形作っていく要因には何があるのかなど
の分析を進めています。それらの結果について
もシリーズの後半で述べたいと思います。
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一目惚れの妻は安心の源

　妻との出会いは、私のひとめぼれでした。妻
は、いつも「あなたの好きなようにすればいい」
と言ってくれますし、ここというときに一言二言
言ってくれます。フォーラムの会場で、会場の奥
にいた妻を見た時には、「あそこにいる。一人じ
ゃない」と思いとてもうれしかったです。見守っ
てくれる人がいるという安心感があります。しっ
かりしている妻なので、困ったら頼むようにして
います。家族仲もよいので、家族はとても大切に
思っています。

小中学生向けの講演活動をしていきたい

　私はしゃべることが好きなので、これから小中
学生向けの講演活動をしていきたいと思っていま
す。「たくさんの友人を持ってほしい。友人がた
くさんいることは、助けてくれる人がいっぱいい
るということ」を伝えていきたいと思っていま
す。
　今の楽しみは、レイの会のメンバーとともに出
かけたり、はしゃいだりすることです。

井
いの

上
うえ

　浩
ひろし

さん
63歳・三重県支部

MCIの時期を経て、2016年に診断

　MCIの時期が１年程あり、2016年に診断されま
した。その時、家族も普段通り接してくれました
し、私もガクンと来ることはなかったように思い
ます。それに、周りの人はいろいろと考えること
はあったかもしれませんが、「自分は自分だ」と
考えていました。

「レイの会」で、ラン伴やフォーラムに参加

　レイの会には、2019年３月から参加しました。
はじめは「この人たちの間に入れるやろうか」と
思いプレッシャーがありましたが、メンバーが良
い人だったので、あっという間に打ち解けまし
た。出遅れ感はあったのですが、レイの会は入り
やすかったので、助かりました。
　レイの会の活動では、昨年のラン伴で、私が校
長をしていた小学校に行きました。私は、子ども
が大好きで、どの子を見ても「かわいい」と思い
ます。子ども達がいっぱい寄ってきてくれて、と
ても楽しかったです。また、今年２月16日に行わ
れた「第11回全国若年認知症フォーラム」で、私
の話をたくさんの人に聞いてもらい、とても気持
ち良かったです。

　三重県若年性認知症施策総合事業、本人の会
「レイの会」メンバーとして、５人目の登場です。
　井上さんは、元小学校の校長先生。三重県若年
性認知症支援コーディネーターの伊藤美知さんの
聞き書きです。７ページは、「レイの会」の紹介
です。 （編集委員　松本律子）
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「レイの会」の活動は、多岐にわたり、収益事業も

　「レイの会」の活動は、４月に年度計画を立て
ます。畑作業、体力作り、外出先など決めます。
講演活動も行っています。キャラバンメイトや市
町村での認知症啓発のためのイベントにも講演依
頼が来ます。今年の第11回全国若年認知症フォー
ラム（２月16日・四日市市文化会館）では、作品
販売、寸劇や講演、若年性認知症カフェ、本人ミ
ーティングと１日中、「レイの会」のメンバーが
大活躍をしました。ラン伴にも参加します。
　「レイの会」は、月水金とデイサービスの利用
中にも活動しています。現在７名が活動していま
すが、そこでは、デイサービスの施設管理（草取
り・掃除等）を担当し毎月管理費をもらったり、
畑の作物販売や川柳を作り栞にして販売等、収益
事業をしています。講演活動と日々の収入は、４
月の定例会でみんなに分配しています。
　「レイの会」の始めの一歩は、ご本人の想いで
した。たくさんの出会いと、仲間が生まれていま
す。メンバーは、みんな認知症であることを公表
して、自然に生活しています。ご本人の「若年性
認知症者として生きる」熱い覚悟が、これからの
継続の源です。

宮城◉6月4日・18日㈭10：30～15：00
／翼のつどい→泉区南光台市民センター

埼玉◉6月20日㈯11：00～14：30／若年
のつどい・越谷→越谷市中央市民会館

愛知◉6月13日㈯10：30～16：00／元気

かい→東海市しあわせ村

滋賀◉6月10日㈬10：00～14：00／ピ
ア・カウンセリング→県立総合病院職員
会館２階会議室

広島◉6月6日㈯11：00～15：30／陽溜
まりの会東部→福山すこやかセンター 
●6月20日㈯11：00～15：30／陽溜まり
の会北部→三次市十日町コミュニティセ
ンター

徳島◉6月20日㈯13：30～15：30／緑の
会→県立総合福祉センター

福岡◉6月6日㈯10：00～12：30／あま
やどりの会→福岡市市民福祉プラザ

　新型コロナウイルス感染の影響によ
り、変更ないし、中止となる可能性があ
ります。

２本の電話が、きっかけで…

　「レイの会」発足のきっかけは、2016年度三重
県若年性認知症施策総合事業の中の電話相談にか
かってきた２本の電話です。翌年度に若年性認知
症カフェを計画していましたので、その二人に声
をかけ、カフェの実行委員をお願いしたところ、
二人は意気投合し、「レイの会」結成につながり
ました。
　その二人が、現在「レイの会」会長東

ひがし

準
じゅん

二
じ

さ
ん（ぽ～れぽ～れ475号掲載）と副会長の磯

いそ

部
べ

理
つとむ

さん（ぽ～れぽ～れ473号掲載）です。

磯部 理さん提案の
「Lay your hands on mine」が、会の名称に

　2017年10月、若年性認知症カフェの実行委員会
で、磯部 理さんが、「若年性認知症本人自ら手を
挙げなければ、困り切ってしまうので手を挙げて
ほしい」という一言とこの言葉をだされました。
「Lay your hands on mine」
　この言葉は、「レイの会」のメンバーの「私た
ちは手を挙げています。私たちの手にあなたの手
を載せてください。一緒に歩みましょう」という
意味を込めて「レイの会」と名前を付け、二人で

スタートしまし
た。
　鈴鹿から始ま
った「レイの会」
は、県内にひろ
がって、メンバ
ーも11名になり
ました。

「
レ
イ
の
会
」
初
め
て
の
会
議

～ Lay your hands on mine ～「レイの会」

「レイの会」の始まりと活動
三重県若年性認知症支援コーディネーター　伊藤  美知

１日のスケジュール

情報
コーナー

本人交流の場
（詳細は各支部まで）
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  〈「家族の会」編集委員会宛〉

会員 お便りさんからの

Eメール
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　同居の義父（86歳）は診断されていません
が、記憶障害があり、排泄の失敗が多いで
す。義母（83歳）は、最近何回も同じ話を繰
り返したり、聞いたりする事が増えました。
　実父（87歳）は、前頭側頭葉型認知症で
す。何でもでき、電車で他府県へも行くこと
ができますが、こだわりが強く、常識外れな
事をしてしまいます。実母（83歳）は、ここ
半年間で物忘れが多くなっています。
　４人いるので、今後が大変ですが、兄弟姉
妹で協力できています。

義父母・実父母４人 今後が大変
●京都府　Ａさん　50歳代　女性

睡眠不足で参っています
●愛知県　Ｄさん　70歳代　男性

　70歳代の妻は2018年MRI検査の結果、海馬
が縮小してきており、アルツハイマー型認知
症が始まっていると言われた。この頃は、物
忘れがひどくなったくらいで、顕著な兆候は
見られなかった。
　今年２月くらいから「傾眠」が現れ、覚醒
しても無気力で意欲がなく、なかなか次の行
動に移れない。曜日を何度も聞き、物忘れも
ひどくなり、自分で書いたメモを頻繁に見る
ようになった。出かける時には何度もカバン
の中身などを確認している。傾眠が原因で、
食事、入浴、夜の洗濯などが押せ押せになっ
てきて、寝るのが深夜２時から３時くらい、
時には朝方になることがある。急な変化に戸
惑うとともに、見守りや介助などで睡眠不足
で参っている。

努力はしたが…
●埼玉県　Ｃさん　70歳代　男性

　70歳代の妻が認知症を患い２年半位たっ
た。いろいろ努力しても、何の効果もなく、
ますます重くなっている様子を身近に感じて
いる。救いを求めたいと思い、「家族の会」
への入会を決心しました。

夫からの還暦のお祝い
●宮崎県　Ｂさん　女性

　夫は67歳です。64歳の時に若年性認知症の
診断を受けました。すぐ「家族の会」に入
り、月に一度のつどいには夫と参加しており
ます。今年の２月15日のつどいはたまたま私
の還暦の誕生日で、夫が会員の皆様に「今日
は家内の誕生日です。」と紹介してくれ、
「ハッピーバースデイ」を歌ってくれまし
た。歌の途中から私は涙があふれてしまい、
他の会員の皆様も感動してくださいました。
　夫がまだ発症前「お前の還暦は俺が祝って
やる。」と言ってくれたことがありました。
あの時の夫の言葉はこのことだったのかなと
思っています。「家族の会」の方の温かい拍
手に包まれて本当に幸せなひと時でした。
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年齢は「50歳代」等で表記しています。
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　「人手が足りない、安全第一、娘さんも割
り切って…」等、まだ立つことができたお父
様が施設の都合でその可能性を奪われた無念
は本当にお辛かったと思います。問題点は施
設の現状にあります。施設でできないこと
は、自治体の問題として地域ケア会議で多職
種による検討をしてもらうよう要望されれば
いいと思います。同じような問題を抱えてい
る人や「家族の会」などと繋がりを持って対
処していくことが必要と思います。
　介護は多すぎても少なすぎてもご本人の能
力を奪います。例えば、杖があれば外出して買
い物ができるが、杖がなければ外出できない。
介護は、その人に合った支え、杖を作ること。
地域包括ケアシステムの構築は、まず、ご本
人、地域のできる事、できない事を専門職とデ
ータに基づいて評価する。足りない部分を専
門職、行政、市民が補って、介護が必要な状態
になっても、障害をもっても、認知症になって
も安心して、自分らしく、住み慣れた地域で暮
らしていけるシステムをつくることと思いま
す。IT、AIの進歩とうまく連携して、人生100
年時代を安心して暮らせる「ささえ」を作っ
ていくことが今求められていると思います。

介護は科学的な評価から始まる
●鳥取県　Ｅさん　50歳代　男性

ぽーれぽーれ３月号
「施設の限界を感じて」を読んで

　私の兄はアメリカ在住で、介護協力を望む
ことは無理でした。主治医から一度「アメリ
カの人も呼んで下さい」と言われ、来てもら
いました。主治医に会う前にケアマネから説
明をしてもらいました。兄に対し、分かって
もらえていない事が悔しくて、「離職して面
倒をみてください。」「アメリカに連れて行っ
て嫁とふたりで面倒をみてください。」と言
っていました。
　兄は私が悪いから、母がアルツハイマー型
認知症になったと思っているからです。母は
私にとても敵意を感じ、「物がなくなる、勝
手に部屋に入って触る。」いろんなことを本
当のように周りの人たちに話しをしていまし
た。辛いというより、死にたいと思いまし
た。そばに住んでいる、または一緒に住んで
いる人じゃないと分からないことがたくさん
あります。軽度から中度の時は特に症状が出
るので、妹さんはとても辛い経験をしている
かもしれませんよ。
　どうしても、女性と男性の考え方の違いも
あると思いますけど、親が認知症になると兄
妹の仲が悪くなるケースをたくさん見てきま
した。私は今も兄と絶縁状態ですので、私た
ち兄妹みたくなって欲しくないです。あなた
から寄り添ってあげる努力をして欲しいで
す。早く修復できることを陰ながら願ってい
ます。

妹さんの苦労を分かってあげて…
●青森県　Gさん　女性

ぽーれぽーれ３月号
「妹に辛くあたる父」を読んで

施設に家族の気持ちを知ってほしい
●Ｆさん　40歳代

　お父様の残存能力を活かしたいと思う気持
ちに、人手不足で応じられない施設の制約。
私は13年の在宅と施設での父の介護と、１年
半の介護職の経験があり、現場の方と家族の
思いの距離にいたたまれない思いは同感で
す。転倒を恐れクレームがきたとのことで、
利用者様を腫れ物、家族さんをクレーマーと
する現場で、家族の気持ちを知って欲しいと
苦しい思いをしていました。国がお金を福祉
に使って欲しいとのことも、共感します。
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